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職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
の
展
開

|
|
長
期
的
パ
ネ
ル
調
査
と
国
際
比
較
に
も
と
づ
く
仮
説
の
一
般
化

〈
要
旨
〉

本
稿
の
目
的
は
、
沼
町
7
よ
ロ
γ

穴
O
Vロ
と

P
B
M
m
n
r
o
o寄
を
中
心
と
す
る
織
業
と
パ
i

ソ
ナ
ワ
テ
ィ
研
究
の
全
体
像
を
描
き
、
こ
れ
を
概
説
す
る
こ
と
に
あ
る
。
職
業
と
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
と
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
長
期
的
パ
ネ
ル
調
査
と
、
ア
メ
リ
カ
、
ポ
i

ラ
ン
ド
、
日
本
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
国
際
比
較
調
査
に
基
づ
く
一
連
の
研
究
を
指
し
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
第
三
波
調
査
お
よ
び
国
際
比
較
調
査
か
ら
得

ら
れ
た
研
究
成
果
を
取
り
上
げ
る
。

内
c
g

ら
は
、
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
閣
に
は
交
草
作
用
効
果
が
存
在
す
る
と
い

う
仮
説
を
た
て
、
一
九
八

0
年
代
の
前
半
ま
で
に
こ
れ
を
実
託
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ

れ
を
巧
口
央
開
邑

F
a
g

佐
々
仮
説
と
呼
ぶ
。
一
九
九0
年
代
な
か
ば
に
実
施
さ
れ
た
ア

メ
リ
カ
第
一
一
一
波
調
査
は
、
壮
年
期
・
高
齢
期
に
達
し
た
人
び
と
を
対
象
と
し
て
こ
の
仮

説
を
検
討
し
、
年
齢
や
就
労
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
余
暇
と
い
っ
た
職
業
以
外

の
生
活
領
域
に
お
い
て
も
、
こ
の
仮
説
が
支
持
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
つ
ま
り
、
仮

説
が
対
象
と
す
る
人
び
と
や
生
活
領
域
が
拡
張
さ
れ
た
の
だ
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
一

九
七
0
年
代
以
降
行
な
わ
れ
て
き
た
国
際
比
較
調
査
で
は
、
社
会
体
制
や
文
化
、
社
会

山
石
測
亜
希
子
@
松
本
か
お
り
@
長
松
奈
美
江
・
米
田
幸
弘

の
安
定
伎
の
相
違
を
超
え
て
こ
の
仮
説
が
検
証
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
仮
説
は
さ
ま

ざ
ま
な
溜
や
状
況
に
適
用
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
内o
g

ら
は
、
両
調
査
を
通
じ
て
君
。
持
田
昌
弘
F
n
g

佐
々
仮
説
の
一
般
化
を
試
み
、
そ
れ
に
成

功
し
た
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

-
戦
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究

.
長
期
的
パ
ネ
ル
認
査

・
国
際
比
較

-
官
同
齢
者
研
究

・
社
会
変
動
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は
じ
め
に
j
j
z

者
。
染
問
a
y

門
田g

佐
々
以
後
の

職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究

本
稿
は
、
玄
由
主
ロ
戸
・
穴O
吉
と
の
き
昆
∞

n
g
a
R

ら
の
研
究
、
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
T
)

の
経
過
と
知
見
に
つ
い
て
概
説
し
、

そ
の
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。Q
S
h
S

丸
町
。
局
、
v
さ
を

号
、
。
、
J
汗
む
ミ
え

(
列
。Vロ
〔S
S

〕
】3
J
1
)(
以
下
吋n
h
f
Cと
略
記
)
に
始
ま
り
、

3
2
8

む
と
守
(
内
c
z
g

仏

ω
n
y
o
o目白
吋
芯
包
)
(
以
下
フ
モ
弘
百
』
と
略
記
)
に

お
い
て
ひ
と
つ
の
集
大
成
を
み
た
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
は
、
階
級
・

階
層
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

2

が
関
連
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
職
業
に
着
目
し

て
説
明
し
た
点
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。

か
れ
ら
の
主
張
の
要
点
は
、
こ
の

間
の
著
書
を
そ
の
名
に
冠
し
た
二
つ
の

仮
説
に
よ
っ
て
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
仮
説
で
あ
る

。
釦
協
同
誌
の

S
F
S
S

仮
説
で
は
、
階
級
・
階
騒
が
人
び
と
の
職
業
の
諸
条

件
を
決
定
し
、
そ
の
職
業
の
諸
条
件
が
人
び
と
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
影
響
を

及
ぼ
す
と
い
う
、
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
関
連
性
を
主
張
す
る
。
そ
し
て

第
二
の
仮
説
で
あ
る
要
。
共
同
ロ
仏
2
a
g

佐
々
伎
説
で
は
、
こ
れ
を
一
歩
進

め
、
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
関
に
は
、
互
い
に
形
成
し
あ
う
盟
果
関
係
、

す
な
わ
ち
交
互
作
用
効
果
が
存
在
す
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
吋
ぞ
h
w
Z
で

は
、
壮
年
期
ま
で
の
有
職
男
性
を
対
象
と
し
た
分
析
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
の
仮

説
が
繰
り
返
し
検
証
さ
れ
た
3
0

し
か
し
、
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
は
、
吋
ぞ

h
w
E
で
完
結
し
た
わ
け

で
は
な
い
。

一
九
九
閏
年
か
ら
九
五
年
に
か
け
て
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
長

20 

期
的
パ
ネ
ル
調
査
の
第
三
波
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
し
、

一
九
七
0
年
代
末

か
ら
九
0
年
代
に
か
け
て
は
、
日
本
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
同
様
の

枠
組
み
を
用
い
た

連
の
国
際
比
較
研
究
も
実
施
さ
れ
て
い
る
(
鴎

1

参
照
)
。

本
稿
で
は
、
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
を
受
け
継

い
で
い
る

2

「
一
九
九
西
E

九
五
年
第
一
二
波
誠
査
」
(
一
一
節
)
お
よ
び
一
連
の

国
際
比
較
研
究
の
主
要
部
分
会
一
節
)
に
限
定
し
て
、
『
宅
h
w
Z
以
後
の
職
業

と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
の
展
開
と
そ
の
成
果
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

長
期
的
パ
ネ
ル
鵠
査
の
震
関

l
i

一
九
九
四
'
九
五
年
第
一
ニ
波
調
査

一
九
九
四
a

九
五
年
第
一
ニ
波
調
査
の
語
的

『
要
件
己
は
、
一
九
六
四
年
第
一
波
調
査
お
よ
び

九
七
四
年
第
二
波
調

査
に
よ
る
長
期
的
パ
ネ
ル
調
査
の
成
巣
と
し
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
近
年

で
は
多
く
の
長
期
的
パ
ネ
ル
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

O
年
の
期
間
を
お

い
た
追
跡
調
査
と
い
う
研
究
枠
組
は
、
当
時
と
し
て
は
非
常
に
珍
し
い
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
か
れ
ら
は
、
こ
の
貴
重
な
パ
、
ネ
ル
調
査
デ
i

タ
を
活
用
す
る
に

あ
た
っ
て
、
当
時
最
先
端
の
分
析
手
法
で
あ
っ
た
共
分
散
構
造
方
程
式
モ
デ
ル

を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
で
も
、
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
は
先

駆
的
な
も
の
で
あ
っ
た
5
0

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
コ
モ
h
w
Z以
後
も
、
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

研
究
は
、
そ
の
伎
説
の
及
ぶ
範
囲
を
拡
大
し
な
が
ら
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
い
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る
。
第
二
波
謂
査
か
ら
実
に
二

O
年
の
期
間
を
お
い
て
、

一
九
九
四
年
か
ら
九

五
年
に
は
第
三
波
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
第
三
波
調
査
の
対
象
者
は
、
第
二
波

調
査
の
自
答
者
、
男
性
六
八
七
名
、
女
性
五
五
五
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
男

性
三
五
一

(
日-
M
X
)
、
女
性
一
一
一
五
五
名(
S・3
c

の
回
答
が
得
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
、
同
一
人
物
の
職
業
と
パ
!
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
変
還
を
、
男
性
で
は
三

O
年
、
女
性
で
は
二
O
年
の
ス
パ
ン
で
追
っ
た
、
類
例
の
な
い
費
震
な
デ
i

タ

セ
ッ
ト
が
得
ら
れ
た
。

r
z
a
a

が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
た
第
一
一
一
波
調
査
の
主
な
自
的
は
、
『
ぞ

h
w山
川
』で
繰
り
返
し
実
証
さ
れ
た
者
。
失
言
円
山
吉
岡
田g
佐
々
仮
説
が
、
人
び
と

が
識
を
と
っ
て
も
、

い
換
え
れ
ば
、
ラ
イ
フ
コ
i

ス
や
職
業
キ
ャ
リ
ア
の
後

期
に
あ
っ
て
も
あ
て
は
ま
る
の
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
こ
と
に
あ
っ
た

(
∞
口
ぎ
O
円
四
円
。
門
知
山
・
N
O
O品
川
広
払
)
0
実
際
、
七
四
年
調
査
に
お
い
て
二
六
識
か

ら
六
五
歳
で
あ
っ
た
調
査
対
象
者
は
、
ち
ょ
う
ど
中
高
齢
期
を
迎
え
て
お
り
、

九
四
年
と
い
う
時
点
は
、
加
齢
の
効
果
を
検
証
す
る
の
に
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ

と
い
え
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
死
亡
や
所
在
不
明
に
よ
る
サ
ン
プ
ル
の
脱
落

と
い
う
、
パ
ネ
ル
調
査
で
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
を
考
え
る
な
ら
、

逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
実
施
さ
れ
た
第
一
一
一
波
調
査
は
、
謂
査
票
が
一
0
0
ペ
ー
ジ
を
超
え
、

平
均
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
間
は
三
時
間
半
に
及
ぶ
と
い
う
、
大
が
か
り
な
も
の
と

な
っ
た
。
こ
の

節
で
は
、
第
一
一
一
波
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
職
業
と
パi

ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
の
分
析
枠
組
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
を
概
説
し
、
そ

こ
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
の
意
義
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
た
い
。

. 
一
一

者
。
円r
g

仏
司
自
叫
的
。
ロ
曲
目
喜
仮
説
の
検
証

22 

第
一
一
一
波
調
査
の
結
果
は
、これ
ま
で

の
論
文
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

(
∞
口
町
。
。
日
町
内
白
押
印
一
・

3
3
u
M
O
O品u
p
v
o
o目白
吋
吉
弘Z
M
M
Z
2
8
0
M
)

。
こ
れ
ら
一

連
の
論
文
に
お
い
て
、
か
れ
ら
は
ニ
つ
の
課
題
を
追
求
し
た
よ
う
に
み
え
る
。

第
一
の
課
題
は
、
上
述
の
よ
う
に
、

宅
。
H
r
g
円
四3
5
0
ロ
鉱
石
仮
説
が
高
齢
者

に
も
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一

の
課
題
は
、

ま
ず
、
第

の
諜
題

っ

て
検殻
討化
し可
よ能
う性
。を

ヨコ 刀t
蛍す
三守

とニ 」

向と
。で

ふあ
戸る
〆戸、 O

¥D 
、。

、。

巧
O
門
付
宮
内
同
市
町
同
由
。
窓
口
々
仮
説
の

8
0
品
)
は
、
分
析
に
用
い
る
概
念
の
抽
象
度
を
変
え
な
が
ら
、
高
齢
期
に
お
い

て
も
要
。
失
言
内
山
吉
門
的
。
口
弘
一
々
仮
説
が
成
立
す
る
か
を
検
討
し
て
い
る
。
要
。
矢

田
口
円
四3a
o
g

口
々
仮
説
は
、
職
業
の
諸
条
件
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
間
の
相
互

的
な
関
連
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
職
業
の
諸
条
件
の
な
か
で
も
「
職
業
上
の

自
日
指
令
性
」

こ
そ
が
最
も
重
要
な
要
件
で
あ
る
と
主
張
す
る

(
長
松
他

M
O
O凶
)
。
一
九
九
九
年
論
文
で
は
ま
ず
、
職
業
上
の
自
己
指
令
性
の
中
核
を
な

す
「
仕
事
の
実
質
的
接
雑
性
」
の
み
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

の
一
部
で
あ
る
「
知
的
柔
軟
性
い
と
の
閣
に
相
互
的
な
関
連
が
み
ら
れ
る
か
そ

検
討
し
た
。

つ
ま
り
、
名
2
r
g

門
戸
司
自
門
的
O
口
開
口
々
仮
説
の
中
で
も
最
も
重
要
な

変
数
を
取
り
上
げ
て
、
検
証
を
加
え
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
ニ
O
O
閤
年
論
文

で
は
、
本
来
の
を
o
長
由
民

2
a
o
口
氏
石
佼
説
に
…
民
り
、
職
業
上
の
自
己
指
令

性
と
自
己
指
令
的
志
向
性
お
よ
び
知
的
柔
軟
性
の
関
連
を
検
討
し
て
い
る
(
表

l

参
照
)
0

結
論
か
ら
い
う
と
、

い
ず
れ
の
分
析
に
お
い
て
も
、
職
業
が
自
己
指
令
的

(
複
雑
)
で
あ
る
こ
と
が
知
的
柔
軟
性
や
自
己
指
令
的
志
向
性
を
促
進
し
、
ま



た
高
い
知
的
柔
軟
性
や
自
己
指
令
的
志
向
性
は
職
業

上
の
自
己
指
令
性
(
仕
事
の
実
質
的
複
雑
性
)
を
促
進

す
る
と
い
う
、
交
互
作
用
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。

ま
り
、
か
つ
て
発
見
さ
れ
た
君
。
芥
き
仏
F
a
c
ロ
即
日
石

仮
説
に
お
け
る
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
棺
.
立
的

な
関
連
性
は
、
一
一0
年
間
の
加
齢
変
化
に
よ
ら
ず
健

在
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

」
の
知
見
を
さ
ら
に
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、

対
象
者
を
若
年
者
(
四
一

i

五
七
議
)
と
年
長
者

(
五
八i
八
三
歳
)
の
ニ
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
分
析

を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
雨
、
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
交
互

作
用
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
両
グ
ル
ー
プ

の
交
互
作
用
効
果
の
強
さ
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
仕

事
の
実
質
的
複
雑
性
が
知
的
柔
軟
性
を
高
め
る
効
果

は
、
年
長
者
の
グ
ル
ー
プ
で
よ
り
強
い
こ
と
が
分
か

っ
た

(
p
g
o円
四
円
四
円
仰
向
・
3
3
)。
こ
れ
は
、
高
齢
者

の
知
的
能
力
が
加
齢
に
よ
っ
て
衰
え
る
の
か
と
い
う

学
問
的
な
向
い
に
と
っ
て
も
、
高
齢
期
の
知
的
能
力

つ

Work and P巴rsonality 仮説検証のために用いられた指標き受 i 

ノマーソナリティ職業論文

-知的柔軟性

-自己指令的志向性

.知的渠軟性
-職業上の自己指令性Schooler et al. (2004) 

の
維
持
を
い
か
に
可
能
に
す
る
の
か
と
い
う
実
際
的
な
観
点
か
ら
み
て
も
、
非

常
に
示
唆
に
富
む
知
見
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

. 
一一

巧
。
門
田
内
問
a
F
a
g

佐
々
仮
説
の
一
殻
化
可
能
性

-
一
一
節
か
ら
、
要
。
央
陪
E
F
E

混
乱
石
仮
説
が
高
齢
者
に
も
あ
て
は
ま

-仕事の実質的複雑性Schooler et al. (1999) 

る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
六
五
歳
以
下
の
人
び
と
に
隈
定

さ
れ
て
い
た
君
。
矢
田
急

3
3
8

佐
々
仮
説
の
「
対
象
」
が
、
六
五
議
以
上
の

人
び
と
に
ま
で

「
拡
大
」
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

」
の
こ
と
は
、
巧
C
長
田
口
仏

宮
門
凹0
5
2
3、
佼
説
の
一
般
化
可
能
性
を
示
す

例
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で

事
C
ヲ
Q
。

第
一
一
一
波
謂
査
に
お
け
る
第
二
の
課
題
は
、
を
O
門
付
回
ロ
ハ
日Eg
o
s

】
石
仮
説
の

一
般
化
可
能
性
を
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
四

O
年
以
上
に
わ
た
る
職
業
と
パ
!

ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
の
過
程
で
、
こ
の
仮
説
が
一
貫
し
て
支
持
さ
れ
て
き
た
こ
と

を
受
け
、
「
荒
削
り
な
理
論
」
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
か
れ
ら
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

刺
激
が
多
様
で
あ
る
ほ
ど
、
よ
り
多
く
の
判
断
が
必
要
と
さ
れ
る
ほ
ど
、

そ
こ
で
起
き
る
こ
と
が
ら
が
不
確
定
で
矛
盾
が
多
い
ほ
ど
、
環
境
は
よ
り

複
雑
な
も
の
と
な
る
。
こ
の
と
き
、
複
雑
性
の
高
い
環
境
が
知
的
努
力
に

報
い
る
程
度
に
応
じ
て
、
個
人
は
知
的
能
力
を
発
鹿
さ
せ
、
そ
の
知
的
能

力
を
他
の
状
況
に
も
応
用
す
る
よ
う
動
機
づ
け
ら
れ
る
。
逆
に
、
相
対
的

に
複
雑
で
な
い
環
境
に
さ
ら
さ
れ
続
け
る
と
、
環
境
か
ら
の
嬰
請
は
低
い

レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
り
続
け
、
知
的
能
力
は
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。

(
∞
各o
a
尽
き
仏
玄
己
同
門
戸
M
M
C
C】
ま
斗
)

か
つ
て
か
れ
ら
は
、
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
開
の
交
互
作
用
効
果
を
、

「
仕
事
か
ら
学
び
、
そ
こ
で
得
た
教
訓
を
仕
事
以
外
の
現
実
に
も
山
貼
用
し
て
い

く
」
(
関
。
吉
田
昆
∞ny
c
o
g『
這
∞
W
Z
M
)
と
い
う

般
化

(
Z
2
3ロ
m，
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m
m
g円
即
日
町
即
位
。
ロ
)
プ
ロ
セ
ス
」
と
し
て
説
明
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
上
記

で
引
用
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
は
る
か
に
高
い

般
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
つ
ま
り
、
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
間
に
発
見
さ
れ
た
相
互
作
用

関
係
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
、
自
己
指
令
的
で
あ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
複

雑
性
の
高
い
環
境
条
件
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
の
共
変
関
係
に
あ
る
と
し
、
「
環
境

の
複
雑
性
(
白
室
町g
s
g
E
8
5
1
2
S
U
B
s
-込
町
長
可
え
g
i
g

ロ
自
由
ロ
仲
間
)
」

こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る

5
0

こ
の
よ
う
な
要
。
失
言
仏

F
g
g

佐
々
仮
説
の
一
般
化
は
、
先
に
述
べ
た
仮
説
の
「
対
象
」
の般
化
と

は
異
な
り
、
彼
説
を
適
用
す
る
「
生
活
領
域
」
の
拡
張
と
い
え
る
。
こ
の
意
味

で
の
一
般
化
可
能
性
を
具
体
的
に
検
討
し
た
の
が
、
∞
n
v
o
o
-
2
8仏
宮
戸
同
日
開
門
戸
阿

で
あ
る
。
か
れ
ら
は
こ
の
論
文
で
、
余
暇
活
動
の
複
雑
性

3

と
知
的

(MCC

>)

柔
軟
性
の
関
連
を
分
析
し
、
「
余
蝦
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

を
問
題
に
し
た
。

分
析
の
結
果
、
就
労
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
余
暇
活
動
の
複
雑
性
は
人
び

と
の
知
的
柔
軟
性
を
促
進
し
、
ま
た
同
時
に
、
知
的
に
柔
軟
で
あ
る
こ
と
は
余

暇
活
動
の
複
雑
性
を
高
め
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
こ
こ
で
就
労
の
有
無
を
開

わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
余
暇
活
動
の
複
雑
性
は
仕
事
の
複
雑
性
と
は
独
立
に
、

知
的
柔
軟
性
を
促
進
す
る
効
果
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
意
味
で
は
、
職
業
と
余
暇
は
機
能

的
に
等
価
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
り
、
者
。
矢
田
口
仏
日
M
o
n
o
g
H
S
仮
説
を
一
一
般

化
す
る
こ
と
で
導
か
れ
た
「
環
境
の
複
雑
性
」
と
い
う
考
え
方
は
、
少
な
く
と

も
こ
の
こ
つ
の
領
域
に
お
い
て
は
妥
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

余
暇
活
動
が
職
業
と
は
独
立
し
た
効
果
を
持
つ
と
い
う
知
見
の
意
義
は
、

者
。
同
}
向
田
口
円
日
常
円
由
。
ロ
佐
々
仮
説
の
一
般
化
を
支
持
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
は
、
人
び
と
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

24 

に
影
響
を
及
ぼ
す
最
も
重
要
な
要
件
と
し
て
職
業
に
着
目
し
た
結
巣
、
女
性
や

高
齢
者
な
ど
、
男
性
と
同
じ
よ
う
に
は
就
労
し
て
い
な
い
人
び
と
を
取
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ず
に
き
た
。
し
か
し
、
最
も
重
要
な
要
件
は
職
業
そ
の
も
の
で

は
な
く
、
職
業
も
含
め
た
環
境
が
与
え
る
「
環
境
の
複
雑
性
い
で
あ
る
な
ら
ば
、

職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
が
培
っ
て
き
た
分
析
枠
組
は
、
そ
の
臨
用
可
能

性
を
格
段
に
拡
げ
る
こ
と
に
な
る
。

職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
の
冨
際
比
較

一一一. 
一

国
際
比
較
議
査
の
罰
的

上
述
の
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
で
は
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
密
接
な
関
係

が
証
明
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
ア
メ
リ
カ
社
会
独
自
の
現
象

を
検
証
し
た
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
者
。
円
昨
宮
内
凶2a
g

白
口
々
仮

説
の
一
搬
化
可
能
性
を
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
文
化
と
い
っ
た
軸
を
用
い
て
検
証

す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
続
い
て
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研

究
が
行
な
わ
れ
た
の
は
、
当
時
西
洋
社
会
主
義
国
で
あ
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
、

非
西
洋
資
本
主
義
罷
で
あ
っ
た
日
本
で
あ
る
が
、
各
国
と
も
基
本
的
に
産
業
社

会
と
い
う
枠
組
み
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
国
擦
比
較
調
査

は
、
各
国
の
社
会
体
制
や
文
化
を
問
わ
ず
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
間
に
一

質
し
た
関
係
が
み
ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
産
業
社
会
と
い
う
共
通
点
を
超
え

て
差
異
が
見
出
さ
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
に
答
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、

九
九
0
年
代
に
実
施
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
際



比
較
鵠
査
は
異
な
る
軸
を
持
っ
て
い
る
。
両
国
は
そ
れ
ぞ
れ
、

九
八
九
年
、

一
九
九
一
年
に
社
会
主
義
体
制
が
崩
壊
し
、
調
査
が
行
な
わ
れ
た
一
九
九
二
a

九
三
年
に
は
、
資
本
主
義
社
会
へ
の
体
制
転
換
が
進
行
す
る
急
激
な
社
会
変
動

の
時
期
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
最
初
の
カ
オ
ス
状
態
は
収
束

し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
ま
だ
移
行
が
終
了
し
た
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
資
本
主
義
社
会
へ
の
プ
ロ
セ
ス
へ
と
乗
り
出
し
た
ば
か
り
で
あ

り
、
急
激
な
イ
ン
フ
レ
が
生
じ
る
な
ど
社
会
状
況
は
無
秩
序
で
、
人
び
と
は
将

来
に
対
す
る
見
通
し
を
持
て
な
い
状
況
に
寵
か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

調
査
は
、
東
欧
や
ソ
連
の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
体
制
転
換
が
も
た
ら
し
た
社

会
変
動
と
、
そ
の
転
換
の
進
展
段
階
が
、
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
の
関
係

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

異
な
る
状
況
に
あ
る
国
々
を
比
較
す
る
た
め
に
は
、
各
国
で
ほ
ぼ
間
様
の
調

査
を
符
な
い
、
問
じ
理
論
的
基
盤
や
モ
デ
ル
に
し
た
が
っ
て
分
析
を
行
な
う
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
間
際
比
較
は
ど

の
よ
う
に
行
な
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
結
果
を
得
た
の
か
、
以
下
で
は
主
要
な
知

に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

一一. 
一
一

階
級
・
階
矯
構
造
と
者
。
矢
田
ロ
仏
F
a
o
g
{
伊
丹
可
仮
説

-
i

一
九
七
0
2
八
0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
沼
本
調
査

職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
の
一
環
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・

日
本
の
三
カ
国
調
査
に
回
附
す
る
結
果
は
、
『
者h
f
M
M
』
の
一
二
章
で
取
り
上
げ
ら

れ
、
そ
の
後
も
穴
。
ぎ
ら
に
よ
っ
て
比
較
分
析
が
行
な
わ
れ
て
き
た

5
0

こ

れ
ら
の
調
査
は
、
基
本
的
に
は
ア
メ
リ
カ
調
査
に
忠
実
に
準
じ
て
行
な
わ
れ

た
す
〉
。
各
国
の
事
情
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
が
、
比
較
可
能
性
を
保
つ

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
B

。

国
際
比
較
調
査
の
中
、
む
的
な
諜
題
は
、
ア
メ
リ
カ
調
査
で
検
証
さ
れ
た
賠
級
・

階
層
構
造

p
o
n
s
r
5
5
5
)
(日}
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
関
連
性
の
一
般
化

可
能
性
を
検
証
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
以
下
で
は
、

」
の
課
題
に
つ
い
て
、

『
巧h
p
z

関
与
口
白
仲
間
四
・
(
3
8
)
の
結
果
を
中
心
に
み
て
い
こ
う
。

か
れ
ら
は
、
ま
ず
、
社
会
体
制
や
経
済
シ
ス
テ
ム
が
異
な
る
一
ニ
カ
留
の
比
較
を

行
な
う
た
め
に
、
そ
の
基
盤
と
な
る
階
級
・
階
層
構
造
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

時
級
に
関
し
て
は
「
一
一
一
カ
国
の
階
級
を
開
じ
理
論
的
基
礎
に
も
と
守
つ
い
て
概
念

化
し
、
し
か
し
な
が
ら
、
コ
一
カ
閤
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
的
な
歴
史
・
文
化
・
経
済
・

政
治
的
条
件
に
厳
密
に
適
切
な
方
法
で
階
級
を
指
標
化
す
る
い
京
。
吉
田
門
と
・

3
3

一
ま
ゆ
)
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
開
・
0
・
4そ
叫
仲
間
宮
の
階
級
の

定
義
に
し
た
が
い
つ
つ
改
農
を
加
え
、
所
有
形
態
、
生
産
手
段
を
コ
ン
ト
ロ
i

ル
す
る
権
限
、
他
人
の
労
働
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
限
な
ど
に
よ
っ
て
分

類
を
行
な
っ
た
(
図
2

参
照
)
。

階
層
の
指
標
は
、
職
業
的
地
位
、
政
入
、
学
援
に
対
し
て
二
次
の
確
証
的
国

子
分
析
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
的
地
位
の
指
標

を
用
い
る
こ
と
で
、
単
な
る
機
械
的
な
比
較
で
は
な
く
、
有
機
的
な
比
較
を
行

な
う
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
(
穴
o
g
a
a

・
日
由
喜
一
三
令
寸
)
。

次
に
、
以
下
は
有
職
男
性
の
み
を
対
象
と
し
た
分
析
結
果
で
あ
る
こ
と
に
注

意
し
つ
つ
、

カ
国
比
較
調
査
の
分
析
結
果
を
ま
と
め
よ
う
。
子
育
て
の
価
値
、

知
的
柔
軟
性
、
自
己
指
令
的
志
向
性
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の

で
、
階
級
・

階
臆
構
造
上
高
い
地
位
に
あ
る
者
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
自
己
指
令
性
の
価
値

職業とパーソナリティ研究の展開25 



0アメリカの社会階級

所有の有無

権を資
限コ;源
ンや
ト他
ロ人
!の
ル労
す働
るカ

拡大約

制限的

iJj::所有者

管理職

現場に最も近い監督者

ノンマニュアル労働者

所有者

ある

他
人
の
労
働
力
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
稜
限 ない

劣位優位

庭用条件

0ポーランドの社会措級

中
央
指
令
裂
経

済
に
お
け
る
地

位
核

経済セクター

固有

管理機

現場に最も近い監督者

生産労働(者工場)
ノンマニュアル労働者

非生産労働者

私有

l 自営義者 l 

資
源
や
抽
出
人
の
労
働
力
を
コ
ン

ト
ロ
i

ル
す
る
権
限

拡大的

制限的

ない

周辺

劣佼俊位

雇用条件

0日本の社会階級

権を資
源コ;漂
ンや
ト他
ロ人
i の
)(.，労
す織
るカ

所有の有然

拡大的

制限的

券所有者

管理職

現場に最も近い監督者

ノンマーユアル労働者 労働者

所有者

ない

劣位優位
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が
高
く
、
考
え
方
に
柔
軟
性
が
あ
り
、
自
己
指
令
的
志
向
性
が
高
い
傾
向
に
あ
っ

た
。し

か
し
、
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
だ
け
は
、
一
二
カ
盟
関
で
結
果
が
致
し
な
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
暗
級
・
階
層
構
造
上
の
地
位
が
高
け
れ
ば
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
は
低

く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
全
く
正
反
対
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
管
理
職
が
強
い
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る

方
で
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
労
働
者
は
他
の
階
級
と
比
べ
て
最
も
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
。

な
か
で
も
共
産
党
員
で
な
い
管
理
職
は
、
強
い
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
た
。

一
方
、
臼
本
に
お
け
る
階
級
と
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
と
の
関
係
は
ア
メ
リ
カ
と
ほ
ぼ

類
似
し
て
い
た
。
あ
え
て
異
な
る
点
を
あ
げ
る
な
ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
労
働
者
で

は
な
く
ノ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
労
働
者
の
方
が
強
く
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
お
り
、

時
間
の
切
迫
感
を
感
じ
る
こ
と
や
、
自
分
の
統
制
外
の
こ
と
に
対
し
て
責
任
を

負
っ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
、
か
れ
ら
の
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
を
高
め
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
暗
級
・
階
層
構
造
と
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
と
の
関
係
は
、
各
国
の
腰

史
的
文
化
的
背
景
に
依
拠
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

次
に
、
職
業
上
の
自
己
指
令
性
は
階
級
・
階
層
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
の
関

係
を
媒
介
し
て
お
り
、
さ
ら
に
階
級
・
轄
膳
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
の
間
に
交

互
作
用
効
果
が
存
夜
す
る
と
い
う
、
当
。
矢
印
昆
忠
お

O
ロ
即
日
石
仮
説
の般
化

可
能
性
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
職
業
上
の
自
己
指
令
性
は
階
級
と
階
腐
の
両
方
に
対
し
て
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
階
級
・
階
層
構
造
上
に
お
け
る
地
位
は
、

職
業
上
の
自
己
指
令
性
を
行
使
で
き
る
機
会
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
た
。
さ
ら
に
職
業
上
の
自
己
指
令
性
と
パ
i

ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
関
係
に
つ
い
て

も

ニ
カ
国
の
間
際
比
較
に
お
い
で
ほ
ぼ
一
貫
し
た
結
巣
、
す
な
わ
ち
交
互
作

用
効
果
が
み
ら
れ
た
3
3

こ
こ
か
ら
、
老
a
w
g

仏
忠
『
問
。
口
氏
石
仮
説
は
、
一
一
一

カ
国
の
違
い
を
超
え
て
一
般
化
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
階
級
・
階
層
構
造
、
職
業
上
の
自
己
指
令
性
、
パ
i

ソ
ナ

リ
テ
ィ
と
い
う
、
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
に
お
け
る
一
一
一
つ
の
主
要
概
念

の
関
係
が
、
わ
ず
か
な
例
外
を
除
け
ば
一
一
一
カ
国
間
で
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る

」
と
が
発
見
さ
れ
た
。

一一. 
一一一

社
会
変
動
と
ぞ
。
矢
印
E
y
a
o

沼
田
口
々
仮
説

l
l

一
九
九
0
年
代
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
調
査

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
か
ら
続
い
た
冷
戦
時
代
は
、
あ
る
種
の
安
定
を
東
欧
・

一
九
八
0
年
代
に
始
ま
っ
た
改
革
は
、
社
会

ロ
シ
ア
社
会
に
与
え
て
い
た
が
、

主
義
体
制
か
ら
資
本
主
義
体
制
へ
の
転
換
と
い
う
大
き
な
社
会
変
動
を
産
み
、

当
該
社
会
の
秩
序
を
破
壊
し
た
。
そ
し
て
、
一
一
一
カ
関
比
較
か
ら
は
じ
ま
っ
た
国

際
比
較
調
査
は
、

一
九
九
0
年
代
に
至
っ
て
、
社
会
変
動
が
職
業
と
パ
!
ソ
ナ

リ
テ
ィ
の
関
連
性
に
与
え
る
影
響
を
検
証
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
調

査
に
発
展
し
た
。
た
だ
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
二
回
調
査
は
ア
メ
リ
カ
と
は
異
な

り
、
パ
ネ
ル
調
査
で
は
な
い
。
ま
た
雨
調
査
は
、
都
市
在
住
の
男
女
市
民
の
み

を
対
象
と
し
て
い
る
〈
日}
O

以
下
で
は
、
穴
o
g
m
H
出
向
・
(
】
3
3

に
も
と
づ
い
て
、
ま
ず
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
第
一
回
調
査
と
第
二
回
調
査
の
比
較
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
、
次
い
で
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
第
二
回
調
査
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
調
査
の
比
較
に
よ
る
結
果
を
紹
介
し

て
い
こ
"
っ
。
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ポ
ー
ラ
ン
ド
第
一
回
調
査
で
法
目
さ
れ
た
の
は
、
社
会
主
義
体
制
下
の
ポ
!

ラ
ン
ド
に
お
け
る
階
級
・
階
層
構
造
と
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、

ア
メ
リ
カ
と
巽
な
り
、
階
級
・
階
層
構
造
上
の
地
位
の
高
い
者
の

デ
ィ
ス
ト
レ
ス
が
強
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
社
会
変
動

を
経
た
第
二
回
調
査
で
は
、
こ
の
関
係
は
逆
転
し
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
や
日
本

と
問
様
に
、

)
措
級
・
階
層
に
あ
る
者
の
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
は
弱
く
、

マ
ニ
ュ

ア
ル
労
働
者
の
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
が
高
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
階
級
・

階
麗
と
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
と
の
間
を
媒
介
す
る
職
業
上
の
自
己
指
令
性
の
役
割
も

高
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
他
の
階
級
・
階
題
、
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

の
関
連
性
に
は
、
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
急
激
な
社
会
変
動
を
経

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
関
連
性
が
維
持
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
当

g
片
自
己

F
a
g

同
一
石
仮
説
の
般
化
可
能
性
は
再
確
認
さ

れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
移
行
期
に
お
け
る
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
関
係

は
、
ま
だ
判
的
達
し
て
い
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
社
会
が
呂
指
し
て
い
る
社
会
の
製

(
例
え
ば
資
本
主
義
体
制
)
に
特
徴
的
な
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
二
回
調
査
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
調
査
の
結
果
を
比
較
し
て

み
よ
う
。
こ
こ
で
も
、
賠
級
・
階
層
、
職
業
上
の
自
己
指
令
性
、
パ

i

ソ
ナ
リ

テ
ィ
の
関
係
に
つ
い
て
、
資
本
主
義
国
と
の
類
似
性
が
確
認
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

そ
れ
ら
の
関
係
の
強
さ
が
二
国
間
で
異
な
り
、
そ
こ
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
社
会
の

状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。
異
体
的
に
は
、
職
業
上
の
自
己
指
令
性
や
デ
ィ
ス

ト
レ
ス
と
賠
級
・
階
層
と
の
関
係
が
極
め
て
弱
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果

の
解
釈
と
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
社
会
が
悶
シ
ス
テ
ム
の
遺
物
と
も
い
え
る
無
秩

序
な
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
影
響
を
受
け
継
い
で
い
る
可
能
性
や
、
体
制
崩
壊
直
後

社会主義体制

[ 日本 l 
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の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
混
乱
状
況
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
は
社
会
主
義
体
制
か
ら
資
本
主
義
体
制
へ
と
い
う
体
制
転
換
の
方
向
性
は
間

じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
体
制
転
換
期
に
お
け
る
混
乱
の
度
合
が
異
な
れ
ば
、
職

業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
関
係
が
異
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
状
況
は
基
本
的
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
状
況
と
類
似
し
て
お
り
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
改
革
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
今
後

市
場
経
済
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
徐
々
に
西
洋
資
本
主
義
諸
国
の
型
へ
と
進
ん

で
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
る
(
図
3

参
照
)
。

今
回
は
、
職
務
}
持
た
な
い
者
も
含
む
謁
査
で
あ
っ
た
た
め
、

ア
メ
リ
カ
の
第

三
波
調
査
と
同
様
、
職
業
に
と
ど
ま
ら
な
い
活
動
の
複
雑
性

(
n
o
g
-
g
s
o

同

同
口
広
三
件
お
由
)
の
分
析
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
穴
o
E
2

同
一-
c
o
o
Sで
は
、

社
会
主
義
体
制
で
は
存
悲
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
失
業
者
、
年
金
生
活
者
、

婦
、
学
生
の
活
動
の
複
雑
性
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
の
関
係
が
、
有
給
労
働
者

の
仕
事
の
複
雑
性
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
の
関
係
と
比
較
さ
れ
、

そ
の
結
楽
に

類
似
性
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

四

小
括
l
i

第
一
ニ
波
調
査
と
国
際
比
較
説
査
の
知
見

本
稿
で
は
、

九
九
四
i

九
五
年
第
三
波
調
査
と
一
連
の
掴
際
比
較
研
究
に

つ
い
て
概
説
し
て
き
た
。
こ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
見
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と

め
て
お
こ
う
。

第
三
波
調
査
で
は
、
「
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ヘ
「
余
暇
と
パ

i

ソ
ナ
リ

テ
ィ
い
と
い
う
ふ
た
組
の
分
析
か
ら
、
老
年
期
で
あ
っ
て
も
、
複
雑
性
の
高
い

作
業
を
行
な
う
こ
と
は
、
複
雑
な
環
境
が
与
え
る
知
的
課
題
に
対
{
め
す
る
処
理

能
力
を
築
く
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
わ
た
し
た
ち
は
、
認
知
的
に

回
出
難
な
環
境
に
対
処
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、生
を
通
じ
て
知
的
能
力
を
維
持

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
上
記
の
分
析
を
と
お
し
て
、

者
。
門
付
由
民
宮
町
田
。
口
忠
一
々
仮
説
の
、
対
象
と
生
活
領
域
に
つ
い
て
の

般
化
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

国
際
比
較
調
査
か
ら
は
、
社
会
体
制
や
文
化
あ
る
い
は
社
会
の
安
定
性
の
相

違
を
超
え
て
、
tそ
。
長
田
口
弘
司
自
門
印
O
ロ
佐
々
仮
説
が
概
ね
検
証
さ
れ
た
と
い
え
よ

ぅ
。
さ
ら
に
、
社
会
体
制
の
相
違
に
と
も
な
っ
て
存
在
し
た
差
異
は
、
体
制
転

換
を
経
る
こ
と
で
消
滅
し
、
ひ
と
つ
の
型
へ
と
収
数
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
見
方

が
一
不
さ
れ
た
。

五

お
わ
り
に
代
え
て

本
稿
お
よ
び
長
松
他
。
。
。
凶
)
が
紹
介
し
て
き
た
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

研
究
は
、
階
級
・
階
層
に
よ
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
違
い
は
な
ぜ
生
じ
る
の
か
、

と
い
う
点
か
ら
出
発
し
た
。
階
級
・
階
層
に
よ
っ
て
意
識
が
異
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
理
論
レ
ベ
ル
で
も
経
験
的
な
レ
ベ
ル
で
も
、
長
ら
く
指
摘
さ
れ
て
き
た

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
そ
う
な
の
か
と
い
う
具
体
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、

実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
研
究
は
多
く
は
な
い
。
『
者

h
w己
を
含
む

連
の
職

業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
は
、
「
職
業
上
の
自
己
指
令
性
(
仕
事
の
実
費
的

な
複
雑
性
)
い
と
い
う
概
念
を
提
出
す
る
こ
と
で
、
そ
の
間
い
に
応
え
た
数
少

な
い
成
功
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
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そ
の
四

O
年
に
及
ぶ
研
究
の
過
程
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
!
、
社
会
体
制
、
年
齢

(
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
)
と
い
っ
た
多
様
な
側
面
か
ら
繰
り
返
し
検
証
さ
れ
て
き

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
と
パ
!
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
か
れ
ら
の
知
見
が
、

一
貫
し
て
支
持
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
も
っ
と
注
毘
さ
れ
て
よ
い
。
『
門

U
品
作

。
』
に
お
い
て
、
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
の
土
台
を
築
い
た
問
。E
自

身
の
こ
と
ば
を
借
り
る
な
ら
、
「
仕
事
で
の
自
律
性
の
行
使i
ー
す
な
わ
ち
、

実
質
的
に
複
雑
な
仕
事
を
す
る
こ
と
、
厳
格
な
管
理
下
に
な
い
こ
と
、
ル
i

チ

ン
化
さ
れ
た
職
務
に
従
事
し
て
い
な
い
こ
と
ー
ー
は
、
自
己
に
対
す
る
肯
定
的

評
価
、
他
人
に
対
す
る
寛
大
で
柔
軟
な
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
知
的

機
能
を
促
進
す
る
。
人
聞
は
職
業
的
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
直
面
し
た
と
き
に
成
長
す

る
の
で
あ
る
。
」
(
び
(
内
。
冨
芯
唱
す
忘
喜
一
己
)
そ
し
て
、
本
稿
で
紹
介
し
て

き
た
そ
の
後
の
展
開
を
ふ
ま
え
て
付
け
加
え
る
な
ら
、
人
間
は
、
職
業
生
活
の

み
な
ら
ず
、
家
庭
生
活
や
余
暇
活
動
に
お
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
直
面
す
る
と
き

に
も
、
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
可
能
性
は
、
性
別
や
年
齢
や
社
会
体

制
を
関
わ
ず
、
す
べ
て
の
人
に
開
か
れ
た
可
能
性
な
の
で
あ
る
。

門
注
}

(
1
)本
稿
で
は
、
関
O
Vロ
と
閉
口
町
。
。-
2
ら
に
よ
る
以
下
の

業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
と
呼
ぶ
。

(
2
)
こ
こ
で
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
夕
刊
円
問
。
窓
口
々
)
に
は
、
価
値
観
、
社
会
的
態
度
、

知
的
機
能
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
一
連
の
研
究
に
お
い
て
は
、
心
環
的
機
能

(
古
田
可
口

v
a
a
k
E二
g
a
s
g
m
)と
い
う
語
も
見
広
場
す
る
が
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

と
ほ
ぼ
閤
義
と
考
え
て
羨
し
支
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
本
穏
で
は
、
原
文
で

万
三
宮
…
。
加
E
-
P

口
n
H
M
O口
区
間
を
用
い
て
い
る
場
合
で
も
、
原
則
的
に
パ
!
ソ

速
の
調
資
研
究
を
、
職

ナ
リ
テ
ィ
と
い
う
諮
を
用
い
て
論
を
進
め
る
。

(
3
)
こ
の
段
階
の
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
に
つ
い
て
は
、
一
出
火
松
俄(
M
g凶
)

を
参
照
さ
れ
た
い
。
当
該
研
究
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
定
要
な
概
念
に
つ
い

て
も
、
同
論
文
に
解
説
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
詳
締
な
定
義
な
ど
は
割
愛

す
る
。
な
お
、
以
下
で
言
及
さ
れ
る
個
々
の
調
査
の
概
要
は
、
本
稿
〉H
6
8門
出H

に
ま
と
め
て
掲
毅
し
た
。

(
4
)
紙
一
絡
の
都
合
か
ら
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
職
業
と
パ
i

ソ
ナ
ワ

テ
ィ
研
究
の
着
想
か
ら
生
ま
れ
た
霞
一
婆
な
研
究
テ
!
?
と
し
て
教
育
が
あ
る
。

例
え
ば
、
成
人
有
職
者
に
お
け
る
職
業
上
の
自
己
指
令
姓
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー

で
、
青
少
年
の
学
校
生
活
に
お
け
る
「
教
育
上
の
自
己
指
令
性
(
&
口
口
開
仲
間
口
口
と

お
清
食
3
5
8

ど
が
測
定
さ
れ
、
そ
れ
が
か
れ
ら
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る

(
Y
A
g
q
aと
・
お
∞
u

・
3
∞
血
)
。
本

稿
二
節
で
み
る
よ
う
に
、
職
業
に
代
表
さ
れ
る
生
活
の
諸
条
件
と
パ
i

ソ
ナ

ワ
テ
ィ
の
間
の
関
迷
性
は
、
成
人
男
女
に
続
い
て
高
紛
男
女
に
お
い
て
も
磯

認
さ
れ
た
。
青
少
年
の
分
析
結
泉
も
合
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
、
生
活
の
諸
条

件
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
関
山
雄
投
は
、
脊
少
年
期
か
ら
老
年
期
ま
で
持
続
し

て
存
在
す
る
、
緩
め
て
重
要
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

(
5
)
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
会
問
規
模
の
代
表
的
な
パ
ネ
ル
調
査
が
同
開
始
さ
れ
た

の
は
一
九
六
0
年
代
初
頭
で
あ
り

E
E
m
g
品
開
広
R
3

混
在

M
C
C
W
S
)
、

職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
の
ア
メ
リ
カ
第
一
波
調
資
と
ほ
ぼ
問
時
期
で

あ
る
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
調
査
の
増
加
と
縦
断
的
デ
i

タ
の
答
積
に
刺
激
を
受

け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
約
手
法
が
新
た
に
間
開
発
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
時
期

以
降
で
あ
る
。
職
業
と
パ
i

ソ
ナ
り
テ
ィ
研
究
は
、
そ
の
よ
う
な
新
し
い
手

法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
共
分
数
構
造
方
程
式
モ
デ
ル
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
、

立
∞
忍
w
F
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
分
析
を
行
な
っ
た
研
究
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
る
(
芯
R
-
a
∞
)
。

(
S
)職
業
の
諸
条
件
に
最
初
に
諮
問
し
た
『
の
停
の
い
で
は
、
職
業
の
諸
条
件
は
「
生

活
の
諸
条
件

(
n
c
豆
町
一C
M訴
え
口
絵
)
」
の
特
に
重
裂
な
部
分
で
あ
る
と
さ
れ
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て
い
た
(
穴
c
z
t
ま

3
3
3

一
H
H
H叫
ぐ
)
。
し
た
が
っ
て
、
「
環
境
の
複
雑
性
」

と
い
う
発
想
は
、
「
仕
事
の
複
雑
性
」
と
い
う
概
念
の
抽
象
度
を
、
議
論
の
出

発
点
で
あ
る
生
活
の
諸
条
件
の
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
上
げ
た
も
の
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
る
。

(
7
)
余
暇
活
動
の
複
雑
性
の
指
標
は
、
第
二
波
・
第
一
一
一
波
調
査
に
共
通
の
六
項
目

(
①
過
去
半
年
に
読
ん
だ
本
の
数
、
②
定
期
的
に
読
ん
で
い
る
雑
誌
の
数
と
、

③
そ
の
知
的
レ
ベ
ル
、
④
過
去
半
年
に
芸
術
の
た
め
に
施
設
を
訪
れ
る
な
ど

し
た
頻
度
、
⑤
特
別
な
趣
味
や
活
動
の
数
と
、
⑥
そ
れ
に
費
や
し
た
時
間
〉
、

お
よ
び
仕
事
の
複
雑
性
と
パ
ラ
レ
ル
な
形
で
測
定
す
る
た
め
に
第
一
一
一
波
調
資

で
追
加
さ
れ
た
五
項
目
(
⑤
余
暇
活
動
の
デ
ー
タ
の
複
雑
性
、
⑥
余
暇
活
動

の
モ
ノ
の
複
雑
性
、
⑦
特
別
な
趣
味
や
活
動
に
つ
い
て
の
全
体
的
な
複
雑
枚
、

⑧
デ
ー
タ
を
あ
つ
か
う
余
暇
活
動
に
費
や
す
時
間
、
⑨
モ
ノ
を
あ
つ
か
う
余

綴
活
動
に
費
や
す
時
間
〉
の
計
一
一
項
密
で
あ
る
。
「
余
暇
活
動
の
ヒ
ト
の
複

雑
性
」
も
測
定
さ
れ
た
が
、
「
余
暇
活
動
の
複
雑
性
い
に
対
し
て
有
意
な
負
荷

を
示
さ
な
か
っ
た
た
め
、
分
析
で
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。

(
8
)
こ
こ
に
あ
げ
る
一
九
七

O
'
八
0
年
代
の
国
際
比
較
調
査
は
、
ア
メ
リ
カ
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
日
本
で
行
な
わ
れ
た
男
性
を
対
象
に
し
た
調
査
に
限
る
。
一
一
一

カ
国
比
絞
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
他
に
穴

O
宮
町
内
田
}
・(
-
3
C
)
、

r
z
a
q

白
E
P
F
o
g
s
n
F
(
M
3と
が
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ア
メ
リ
カ
を
比
較
し

た
代
表
的
著
作
と
し
て
穴
o
g
g

仏
∞
E
S
R

苫
を
(
芯
宰
)
、
日
本
と
ア
メ
リ

カ
を
比
較
し
た
代
表
的
者
作
と
し
て
Z
由
c
r
〉
・
g
品
的
口
F
C
C
M
2
(
日
混
同
)
や

直
井
俊
(
-
唱
∞
叶
)
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

女
性
・
子
ど
も
調
資
を
比
較
分
析
し
た
も
の
と
し
て
は
、
相
ハ
C
F出
向
門
知
山
・
(
-
混
血
)

や
穴
c
z
g

仏
∞
-
o
g
n
N苫
∞
広
(
日
也
事
)
の
第
七
掌
を
、
日
本
の
女
性
・
子
ど

も
調
資
に
つ
い
て
は
、
直
井
道
子
公
演
唱
)
、
古
川
公
選
∞
)
、
日
吊
鵠
他
(
お
ま
)

な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
9
)詳
し
い
-
調
査
概
要
に
つ
い
て
は
、
本
稿
〉3
8
門
出H
、
円
G
F口
同
国
円
目
的}
c
g
n
N
吉
田
広

(
芯
喜
一M
M
2凶C
)、
陵
井
俊
〈
芯
∞
吋
・-
g
s
ご
)
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
ω
)
例
え
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
調
資
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
地
方
農
民
に
相
当
す
る

人
び
と
が
ア
メ
ワ
カ
に
存
在
し
な
い
た
め
、
対
象
者
安
部
市
在
住
者
に
限
っ

た
。
日
本
調
資
で
は
、
複
雑
な
内
容
を
持
つ
調
査
を
底
接
管
理
す
る
た
め
、

調
査
範
凶
を
関
東
七
都
燥
に
限
定
し
た
。

(
日
)
=
∞D
n
E
2
2
n
E

司
自
=
と
い
う
一
訟
は
直
訳
す
れ
ば
「
社
会
構
造
」
と
な
る
が
、

相
円C
Z

ら
は
そ
れ
の
基
本
的
様
相
と
し
て
階
級
(
師o
n
E
n
宮
田
)
と
階
鴎
p
o
n
s


m
吉
伸
一
出
口
氏
芯
と
を
あ
げ
て
お
り
〈
穴
O
吉
田
忌
∞
芯
同
H
M
n
N吉
田
空
お
頃O
L
f
穴
D
Z

S
3

一
凶
戸
)
、
階
級
と
階
層
の
総
称
と
し
て
山
利
用
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
階
級
と
階
層
の
柏
関
は
高
く
、
『
者

h
r
E一
二
章
で
分
析
さ

れ
た
階
隠
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
関
係
、
烈

o
吉
田
門
包
(
日
3
0
)
で
分
析
さ

れ
た
階
級
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
関
係
の
給
泉
は
類
似
し
て
い
た
。
以
上
の

よ
う
に
、
こ
こ
で
の

J
S
E

伯
仲2
2
5

白2

は
一
級
的
な
社
会
学
用
語
と
語
義

が
異
な
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
階
級
・
階
問
問
機
造
」
と
し
た
。

(
ロ
)
例
外
と
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
職
業
上
の
自
三
指
令
性
は
、
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
の
さ
ま
、
ざ
ま
な
側
面
の
う
ち
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
の
み
、
影

響
を
与
え
て
い
な
か
っ
た
。

(
日
)
詳
し
い
調
資
概
姿
に
つ
い
て
は
、
本
稿
〉
官
官
。
注
文
、
穴

C
Z
(
-
3
M
)
、
穴
o
g

O
仲
田
一
-
(
日
還
が
S
N
)
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
リ
同
)
山
引
用
文
中
の
「
仕
事
の
由
民
律
性
」
は
、
本
稿
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
職
業
上
の

自
己
指
令
性
」
に
あ
た
る
。
ま
た
、
同
じ
く
「
ル
ー
チ
ン
化
」
は
、
職
業
上

の
自
己
指
令
性
を
構
成
す
る
「
単
調
性
」
に
つ
い
て
一
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。

職
業
上
の
自
己
指
令
性
を
構
成
す
る
概
念
に
つ
い
て
は
、
長
松
他

(
M
g
M
)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

門
文
献
〕

。
回
目
回
目

w
同-
N・
8

仏
C
・
E
・
開
山E
R
L
3
∞
・h
h
S
ミ
h
A
\ト
q
r
P
5
内
河
内
同
向
。
ミN~
ぬ
問
、
む
と

H
b
e

と
て
ぬ
き
え
G
E
ミ
宮
町
宮
、
也
、
、
3
R
P
S

宏
明
白
・(
H
M
o
g
-
正
問
箆
司
・
藤
克
純
子
訳

吋
ラ
イ
フ
コ
i

ス
研
究
の
方
法
i
i

質
的
な
ら
び
に
量
的
ア
プ
ロ
ー
チ
』
明
石
脅
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o
p
-
-
h
o
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~
。
品
川
町
円
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、
。
コ
h
吉
・
由
(
凶
)
一
品
一
ご
ふ
∞
・

k
F害
時
間
島
町
阿
|
|
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
に
お
け
る
調
査
の

概
要

こ
こ
で
は
、
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
が
依
拠
す
る
一
連
の
調
資
の
概
要
を
述

べ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
表
2
(
ア
メ
リ
カ
長
期
的
パ
ネ
ル
調
資
)
、
表
3
(
ポ
ー

ラ
ン
ド
第
一
因
調
査
・
日
本
認
資
)
、
表

4
(
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
二
閉
誠
資
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

調
資
)
に
ま
と
め
で
あ
る
の
で
、
適
{
立
参
叩
釈
さ
れ
た
い
。

ア
メ
リ
カ
長
期
的
パ
ネ
ル
額
資

一
九
六
四
年
に
実
施
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
第
一
波
調
資
は
、
当
時
一
六
歳
以
上
で
、
非

軍
事
的
職
業
で
遜
二
五
時
間
以
上
胤
捌
い
て
い
た
男
性
を
対
象
に
し
て
い
る
。
標
本
抽
出

法
は
エ
リ
ア
確
率
抽
出
法
、
設
計
標
本
数
は
回
、
一
O
五
名
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
有
効

回
収
票
数
は
ご
一
、
一O
一
索
令
凶
・
凶
ポ
)
で
あ
っ
た
。
調
査
方
法
は
面
接
法
で
あ
る
。

七
四
年
に
は
、
六
四
年
務
査
の
有
効
回
答
者
を
対
象
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
第
二
波
誠

アメリカ長期的パネル調査の概婆

アメリカ アメリカ第二波調査 アメワカ第三j波調査

第一波調査 男性女性子ども 男性 Þ-:1生

第一波調査対象者の対象者の 第三波誠まをの
調査対象 全米の有職男性

の対象者 配偶者- 子ども 回答者 *3

年齢 16 歳以上 26-65 歳 21-65 歳 13・25 歳 41-88 歳

標本抽出法 エリア確率抽出法

調査法 面接法 面接法 面接法叫

調査実施時期 1964 年 1974 年 1994-95 年

サンプル数(所在磁認者) 4,105 820 617 一*2 650 510 

調査可能者数 *1 785 437 442 

有効問答票数(率) 3,101(76%) 687(88%) 555(90%) 352 352(81%) 355(80%) 

表 2

*1 死去、病気などで誠斎が不可能であったものを除く人数

勺管箆の範囲では、明らかにされていない

*3 ただし、子どもを除く

吋一部で‘霊童話によるインタビューも併用された

33一一職業とパーソナリティ研究の展開



査
が
行
な
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
六
四
年
調
査
の
有
効
回
答
者
三
、
一

0
…
名
全
員
を
追

跡
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
有
効
回
答
者
で
あ
り
、
か
つ
七
四
年
当
時
に
六
五
歳
以
下
で

あ
っ
た
者
二
、
五
五
一
一
一
名
か
ら
、
さ
ら
に
ラ
ン
ダ
ム
に
選
ば
れ
た
八
八
三
名
が
、
第
一
一

波
調
査
の
対
象
者
で
あ
る
。
六
五
歳
以
下
に
限
定
し
た
の
は
、
本
研
究
に
と
っ
て
現
在

の
職
業
経
験
を
知
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
サ
ン
プ
ル
中
の
退
職
者
割
合
が
増

す
こ
と
は
好
ま
し
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
消
息
が
判
明
し
た
者
は
八
一
一

O
名
で
、

そ
の
う
ち
死
亡
な
ど
に
よ
り
調
査
不
可
能
な
者
を
除
い
た
七
八
五
名
か
ら
、
六
八
七
票

〈
∞
吋
・
3
か
〉
の
有
効
回
答
票
一
が
得
ら
れ
た
。

七
四
年
調
資
で
は
、
男
性
対
象
者
の
配
偶
者
〈
H

既
婚
女
性
)
と
、
子
ど
も
安
対
象

と
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
同
時
に
行
な
わ
れ
た
。
七
閉
年
当
時
に
有
配
偶
で
あ
っ
た
出
力

性
対
象
者
は
六
一
七
名
で
、
そ
の
配
偶
者
六
一
七
名
全
員
を
調
査
対
象
と
し
た
女
性
調

査
で
は
、
五
五
五
閉
山
市
(
唱CJ
b
)の
有
効
回
答
開
示
を
得
た
。
ま
た
、
子
ど
も
調
査
の
有
効

問
答
索
は
一
ニ
五
二
票
で
あ
っ
た
。
第
一
波
調
査
で
は
、
子
育
て
の
価
値
な
ど
子
ど
も
に

関
す
る
質
問
は
、
当
時
同
居
し
て
い
た
一
一
一
歳
か
ら
十
五
歳
の
対
象
者
の
子
ど
も
の
う
ち
、

ラ
ン
ダ
ム
に
選
ば
れ
た
「
特
定
の
子
ど
も

(
p
n
g
a
n
g
ιどに
つ
い
て
尋
ね
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
子
ど
も
調
資
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
と
き
に
選
定
さ
れ
た

「
特
定
の
子
ど
も
」
で
あ
る
〈
穴
c
g
即
a
W
E
D
-
R
}

唱
∞
い
一
回
目
凶'
M
O
)

。

さ
ら
に
こ
の
二
O
年
後
に
は
、
七
四
年
調
資
に
回
答
し
た
男
女
を
対
象
に
、
第
一
一
一
波

調
査
が
実
施
さ
れ
た
(
こ
の
時
は
子
ど
も
識
変
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
)
。
男
性
に
つ
い

て
は
、
七
四
年
の
有
効
回
答
者
六
八
七
名
の
う
ち
、
六
五
O
名
の
所
夜
が
刺
判
明
し
た
。

死
亡
な
ど
で
調
査
不
可
能
な
者
を
除
く
と
、
回
一
一
一
七
名
が
調
資
可
能
で
あ
っ
た
。
結
果

と
し
て
、
一
一
一
五
二
索
の
有
効
回
答
票
が
得
ら
れ
た
。
女
性
に
つ
い
て
は
、
七
四
年
の
有

効
問
答
者
五
五
五
名
の
う
ち
、
所
在
が
確
か
め
ら
れ
た
の
は
五
一

O
名
で
あ
っ
た
。
同

じ
く
調
査
可
能
な
対
象
者
は
四
四
二
名
で
あ
り
、
一
二
五
五
名
か
ら
有
効
回
答
粟
一
が
得
ら

れ
た
。
以
上
か
ら
、
第
三
波
調
査
の
対
象
者
数
は
、
男
女
計
七

O
七
名
と
な
っ
た
。
対

象
者
の
年
齢
の
レ
ン
ジ
は
四
一
歳
か
ら
八
八
歳
で
あ
る

(
W
E
O
}
向
田
急
認
出

S
E
N
C
C
H
H

品
品
∞
)
。

ポーランド第一岱議霊祭・ 13 ;:1ド鏑畿の概要

ポーランド第一問調査 日本調査

男性 女性 子ども 男性 女性 子ども

調主主対象 都市1:E住の 子ども対象 男性対象者 関東 7 都県の 男性対象者 対象夫婦の

手ま職男性 者の母 の子ども本 l 手ま職男性 の配偶者 子ども*2

年齢 19鵬65 歳 一一*3 13-17 歳 26嗣65 歳 26・71 歳 12・23 歳

襟本抽出法 三段階隊率 層化ニ段無作

抽出法 為抽出法

調主筆法 面接法 面接法

調査実施特期 1978 年 1979-80 年 1979‘80 年 1979 年 1982 年 1986 年

サンプル数 一*4 840 521 120 

有効回答禁数 1,557 177 177 629 418 86 

表 3

本 I 1978 年の男性調交において、子育ての傾倒などの質問の対象となった、閑居している 3 歳から 15 歳ま
での子どもからランダムに選ばれた特定の子ども (focused child) のうち、 13 歳から 17 議までの者

勺 1979 年、 1982 年調査において、子育ての倒伎などの質掲の対象となった特定の子どものうち、 1986 年
の調:資時に就学中であった者

*3 管見の草日間では、明らかにされていない
本4 ベース・サンプルは 1 ，459 名で、有効回収率は 60 % (875 名)であった。これに、補助サンプル 682 名
が追加された
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ポ
ー
ラ
ン
ド
第
一
回
務
査
・
日
本
調
査

ポ
ー
ラ
ン
ド
第
一
回
総
本
品
と
日
本
の
努
性
調
査
は
、
ア
メ
リ
カ
第
二
波
調
査
と
比
較

可
能
と
な
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
。
よ
っ
て
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
調
査
の
概
婆
に
つ
い
て

述
べ
、
そ
の
後
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
二
問
調
査
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
調
査
に
つ
い
て
述
べ
る
こ

と
に
す
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
第
一
回
調
査
は
一
九
七
八
年
に
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
際
、
ア
メ
リ
カ

認
査
と
の
比
較
分
析
を
行
な
う
た
め
に
、
襟
本
抽
出
、
ワ

i

デ
ィ
ン
グ
、
概
念
の
意
味

な
ど
に
関
し
て
縮
心
の
注
意
が
払
わ
れ
た
。
母
集
団
は
、
都
市
に
在
住
す
る
一
九
歳
か

ら
六
五
歳
の
男
性
で
、
非
軍
事
的
職
業
の
フ
ル
タ
イ
ム
従
事
者
で
あ
る
。
標
本
摘
出
は

一
一
一
段
階
確
市
中
抽
出
法
、
有
効
回
答
票
数
は
一
、
五
五
七
票
で
あ
っ
た
〈
穴O
富
田
邑

巴
c
g
n
N
吉
田
在
日
甲
甲
C
一
日
∞
'
凶C
)。

そ
の
一
年
後
に
は
、
第
一
回
調
査
男
性
対
象
者
の
配
偶
者
と
子
ど
も
に
も
調
査
が
な
さ

れ
て
い
る
。
子
ど
も
調
査
は
、
ア
メ
リ
カ
第
ニ
波
調
査
と
悶
様
の
や
り
方
で
行
な
わ
れ

た
。
つ
ま
り
、
七
八
年
の
男
性
調
資
に
お
い
て
、
子
育
て
の
価
値
な
ど
の
子
ど
も
に
関

す
る
質
問
は
、
同
居
し
て
い
る
三
歳
か
ら
一
五
歳
の
子
ど
も
の
う
ち
、
ラ
ン
ダ
ム
に
選

ば
れ
た
特
定
の
子
ど
も
に
つ
い
て
な
さ
れ
て
い
た
。
子
ど
も
調
資
で
は
、
こ
の
と
き
に

対
象
と
な
っ
た
者
の
う
ち
一
五
歳
か
ら
一
七
歳
の
一
七
七
名
が
調
査
対
象
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
と
き
同
時
に
、
そ
の
子
ど
も
の
母
親
一
七
七
名
に
も
調
資
が
行
な
わ
れ

た
(
み
ミ
・
一
コNム
)
。

七
九
年
に
実
施
さ
れ
た
日
本
調
査
も
、
ア
メ
リ
カ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
比
較
分
析
が

で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
母
集
団
は
、
関
東
七
都
県
に
住
み
、
調
変
特
に
一

ヶ
月
以
上
仕
事
を
し
て
い
る
有
職
男
性
で
あ
る
。
標
本
抽
出
法
は
題
化
二
段
階
無
作
為

抽
出
法
で
、
設
計
標
本
数
八
四

O
、
有
効
自
答
票
数
は
六
二
九
面
市
(
手
唱
唱
が
)
で
あ
っ
た
。

対
象
者
の
年
齢
の
レ
ン
ジ
は
ニ
六
歳
か
ら
六
五
歳
で
あ
る
(
直
井
俊
右
包
L
g

・
-
M
)
。

一
一
一
年
後
の
八
二
年
に
は
、
男
性
対
象
者
の
配
偶
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
な
わ
れ
た
。

七
九
年
当
時
有
配
偶
で
あ
っ
た
男
性
五
回
九
名
の
委
の
う
ち
、
死
亡
ま
た
は
離
婚
な
ど

で
認
資
不
可
能
で
あ
っ
た
者
を
除
き
、
五
一
二
名
が
対
象
と
さ
れ
た
。
結
果
、
四

1¥ 

察
〈
∞0
・N
X
〉
が
有
効
回
答
と
し
て
得
ら
れ
た
(
直
井
道
子
忍
∞
今
治
)
。
さ
ら
に
そ
の

四
年
後
の
八
六
年
に
は
、
七
九
年
、
八
二
年
調
査
で
回
答
し
た
夫
婦
の
子
ど
も
に
対
し

て
調
資
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
子
ど
も
議
資
も
、
ア
メ
リ
カ
第
二
波
誠
資
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
第
一
回
調
査
と
同
様
の
方
法
で
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
七
九
年
と
八
ニ
年
の
調
査

で
子
育
て
の
町
四
億
な
ど
の
質
問
の
対
象
と
な
っ
た
子
ど
も
で
、
八
六
年
当
時
就
学
中
の

一
一
一O
名
が
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
八
六
索
令
ミ
ヌ
〉
が
有
効
回
答
と

し
て
得
ら
れ
た
(
吉
川
他

-
3
介
石
?
】
)
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
第
二
回
読
査
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
調
査

九
九
ニ
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
二
日
間
誠
査
は
、
都
市
に
住
む
二
一
歳
か
ら
六
五
歳
の

男
女
に
対
し
て
、
面
接
法
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
と
は
異
な
り
、
こ
の
調
査

は
パ
ネ
ル
調
査
で
は
な
い
。
襟
本
抽

出
法
は
二
段
階
無
作
為
抽
出
法
で
、

有
効
剖
答
票
一
二
、
一
一
九
一
索
令
∞
ヌ
)

が
得
ら
れ
た
(
男
性
一
、
O
八
六
名
、

女
性
一
、
ニ

O
五
名
)
。
一
方
、
ゥ

ク
ラ
イ
ナ
調
査
は
、
都
市
に
住
む
一

八
歳
以
上
の
男
女
に
対
し
て
九
二
年

か
ら
九
三
一
年
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
。

標
本
抽
出
法
は
多
段
階
無
作
為
摘
出

法
で
、
二
、
二
七
六
票
の
有
効
回
答

禁
一
が
得
ら
れ
て
い
る
(
男
性
九
去
二

名
、
女
性
一
、
一
一
一
二
四
名
)
(
穴
c
g

白
押
印
-
S

喝
、
ぷ
穴CY口
開
門
知
山
・M
G
C
C
)

。

ポーランド第二回誠資・ウクライナ認資の概婆

ポーランド第二回調査 ウクライナ調査

母 集 問 男女都市住民 男女都市住民

年 齢 21-65 歳 18 歳以 i二

擦本抽出法 二段階無作為抽出法 多段階無作為抽出法

調 まを 法 立証接法 面接法

調査実施時期 lヲ92 年 1992ーヲ3:年

サンプル数 2937 2810 

有効回答票数 2,291 (78%) 2,276 (81%) 

表 4
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The Develop翻ent of Work and Personality Studies: 
Generalization of 位le Thesis from Long-ter酪

Panel and Cross-national Surveys 

IW ABUCHI Akiko, MATSUMOTO Kaori 

NAGAMA TSU Namie, YONEDA Yukihiro 

This paper reviews Work and Personality S旬dies， carried out by M.L. Kohn, C. Schooler and 

their colleagues since the 1950s. Their studies are based mainly on two series of surveys, that is, 

long-term panel surveys in America and cross-national surveys covering America, Japan, Poland 

and Ukraine. In this paper, we focus on the third wave of American panel survey and the crossｭ
national surveys in four countries. 

In their work, Kohn and Schooler hypothesized that there were reciprocal effects between work 

and personality and examined this relationship (ex. Kohn and Schooler 1983). We, in this paper, 
call it Work and Personality thesis. In their subsequent studies, they have testified it repeatedly. ln 

1994θ5 the third wave of American panel survey was conducted. They found that their thesis is 

applicable to not only middle暢aged but also elderly and also discovered thet reciprocal effects are 

found not only between personality and work but also between personality and activities in nonwork 

areas, such as leisure嶋time activities. That is, the American panel surveys expanded the subjects or 

arenas of the thesis 

ln the case of the cross-national surveys, the issue is whether the thesis is supported in four 

countries, regardless of the differences of culture, social systems or social stability. The results of 
these comp邑rative surveys show that the thesis was robust. The thesis is applicable to diverse 

situations, such as Westem and Eastem cultures, or capitalist and socialist societies. 
Work and P巴rsonality thesis has been supported consistently by both American panel surveys 

and cross-national surveys allowing us to say that the thesis is generalized. 
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